
（現行の経営体制・手法を継続する理由） （左記で「⑦その他」となっている場合の詳細）

（今後の経営改革の方向性等）

超高齢社会を迎え、5疾病・5事業（へき地医療を除く）及び在宅医療について医療連携体制の構築を図り、地域医療の課題解決に向けて地域を支える医療対策を進める。

・ ②抜本的な改革の方向性の検討を行ったものの、現行の体制が望ましいとの結論に至ったため

・

・

○

抜本的な改革の取組
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苫小牧市 病院事業 ― ―

地方公営企業の抜本的な改革等の取組状況（平成30年3月31日時点）

実施状況

現行の経営体制・手法を継続する理由、今後の方向性


